
 

 

 

 

 

 

遅くなりましたが、前回の研修の際、指導主事がお話されたことを簡単にまとめました。改めて、意識して、

主題研究、日々の学習に取り組んでいただければと思います。 

≪授業実践について≫ 

☆ 国語の評価方法 

   

 

 

☆ 何をねらって授業をするか。取り扱う指導事項は何か。 

※教科書の【たいせつ】と、学習指導要領、スタンダードカリキュラム等を参考にする。 

 

 

学習指導要領から【書くことの指導事項の系統表】 

 

 

 

 

例 × 大きな声でスラスラ言えるから 

  〇 ５年生→事実と感想、意見を区別しているから（ねらいにあっている） 

 

主題研究通信⑤ 
自ら考え、伝える力の育成  

～書く活動を中心にした、学習過程・継続的な取り組みの工夫の研究～ 



☆書くことの表現過程の中で、特にどこの部分に力を入れるか、それぞれにどんな手立てをとるのかを考える。 

 

【書くことの表現過程】 指導主事の例から 勝手に一言まとめ 

① 題材の設定 ☆子ども達に「書きたい！」と思わせる導入の工夫 

□コーナーを作る 

□ゴールの見本を示す 

□クイズや写真 

□体験と関係づける 

 

② 情報の取集 

・内容の検討 

☆ 必要な材料集め、分類・整理する 

  □思考ツールを使う 

  □付箋を使う 

  □個人 or グループ 

 

③ 構成の検討 ☆順序や段落相互の関係、役割等を意識して組み

立てる 

□構成考えるポイントが明確か 

□見通しが持てるような視覚支援 

□付箋の色分け 

□協働的な学びの場の設定 

 

④ 考えの形成 ☆考えの形成 

□思考ツール 

□フィッシュボーン 

□クラゲチャート 

 

⑤ 記述（下書き） ☆自分の考えが伝わるように書く。表し方を工夫

する。 

 □学んだ表現は掲示する。追加していく。 

 □タブレットを活用して、項目ごとに書く 

 □絵や写真、資料を入れる 

 

 

⑥ 推敲 ☆相手や目的を意識して、自分の良さを気づくよ

うに 

 □観点を明確にしてから、推敲する。 

 □自分の文章の良いところを見つけるようする 

 

⑦ 記述（清書） ⑤と同じ  

⑧ 共有 ⑥推敲と同じ  

 

この視点を持って、教材研究を行い、その単元で「どんな力をつけたいか」、「子どもの実態はどうか」、「どん

な手立てをとればみんなが書くことができるのか」、を考えていけるといいなと思っています。 

 

 

 

 

 

書く必然性  

【書く活動の半分】 

幅広く集材し・整理する 

思考方法の習得 

今までの学習で学ん

だ、文章表現にアクセ

スできるように 

観点を明確に 



≪継続的な取り組みについて≫ 

継続的な取り組み例（詳しくは、指導主事の資料を見てください。） 

① 語彙を豊かにする 

□言葉集め 

□集めたことばを表にする 

□感情を表す言葉を集める 

□意味による言葉のまとまりに注目して言葉あつめ 

□オノマトペ集め・分類 

□対義語 

□イメージマップ 

□タブレットを使って、自分だけの言葉の宝箱を作る 

 

② 図解スキルを身に着ける 

□同じところを見つける     □比べる（違うところを見つける） 

 

 

 

  □例からまとめる        □順序を説明する 

  サッカー                      稲⇒玄米⇒白米 

   野球       スポーツ 

   ラグビー 

 

③ 説明シート 

④ 新聞ワーク（研究主任がデータ持ってます） 

⑤ 取材シート 

⑥ 思考ツール 

 

 

年末が近づいてきました。継続的な取り組みを、日々していただいていると思います。ここで一度、各学年見

直してもらって、有意義な研究になるといいなと思っています。１２月４日（水）の５校時に 6 年 2 組が授業実

践をしていただけます。次週計画等よろしくお願いします。 


